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～1月は全般的に下げ止まり～ 
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〇1月の都区部・基調的インフレ指標は下げ止まり 

 以前のレポート（末尾の参考文献参照）で試算した東京都区部版の基調的インフレ率 3指標につい

て、本日公表の 1月都区部ＣＰＩを用いて計算した。刈込平均値（全国ウェイト換算）は 23年 12

月：＋2.5％→24年 1月：＋2.5％、加重中央値（全国ウェイト換算）は 12月：＋0.9％→1月：＋

1.0％、最頻値は 12月：2.3％→1月：＋2.5％となった（いずれも前年比）。1月の伸び率は全般的に

下げ止まる形となっている。 

 コア CPI（生鮮食品除く）は前年比＋1.6％と市場予想（＋1.9％）を大きく下回り、物価上昇圧力の

弱まりをうかがわせる結果となった。一方で、品目別分布の動向に着目した試算値の伸び率は下げ止

まる形に。変動の大きい品目（宿泊料など）の影響が薄まる当試算値では、インフレ鈍化圧力の明確

な強まりはみられていない。ヘッドラインの弱さは目立つが、今回結果が日銀の金融政策正常化に対

する姿勢を後退させるかは微妙なところである。 

資料１．試算した都区部版・基調インフレ率と日銀の全国 CPI 基調インフレ率（前年比・％） 

 
（注）日銀公表値に倣う形で、以下で各値を求めている。刈込平均値：価格品目別上昇率分布の上下 10％（ウェイトベ

ース）を除去して前年比を算出、加重中央値：価格品目別上昇率分布における 50％近傍の値の前年比（ウェイトベー

ス）、最頻値：各品目別の価格上昇率分布から最尤法でパラメトリックに分布を推定（正規逆ガウス分布）。得られた

分布の最頻値。日銀は一部品目・影響の除去を行っているが本試算では行っていない等、一部手法に異なる点がある点

に留意。直近値は東京都区部の中旬速報値、過去値は確定値より作成。 

（出所）総務省、日本銀行より第一生命経済研究所が作成。 
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資料２．試算した都区部版・基調インフレ率と日銀の全国 CPI 基調インフレ率（前年比・％） 

 
（注）資料１に同じ。（出所）総務省、日本銀行より第一生命経済研究所が作成。 
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